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研究成果の概要（和文）：　本研究は日本人初期学習者を主な対象とした調査を行い，主として小学校外国語活
動，外国語において児童の学習意欲を促進し，自己効力や自律性を高める評価のあり方について研究した。その
際,Can-Do評価，パフォーマンス評価を試行し，質的・量的な検証を経て公開を行った。また，授業を設計する
際に評価規準や方法を考え計画することで，授業や指導法が変わると考えられ，よりよい指導や授業のあり方を
提案しつつ実践によって検証を行った。
　具体には，文部科学省共通教材Hi, friends! １，２，Plus 並びにLet's Try! We Can!のCan-Do評価尺度や文
字指導の評価，ルーブリック等を作成した。

研究成果の概要（英文）： In this research, we conducted a survey mainly on Japanese early learners, 
and studied the way of various kinds of evaluation to promote students' self-efficacy and autonomy 
in elementary school foreign language activities and foreign languages. In doing so, Can-Do 
evaluation, portfolios, and performance assessment were tried, and after qualitative and 
quantitative verification, it was made public by booklets and our website. In addition, it was 
considered that classes and teaching methods would be changed and improved by designing evaluation 
criteria and methods when planning lessons. Therefore, we verified it by practicing of both teaching
 and evaluating, while suggesting better tasks which are useful, meaningful, purposeful, and 
relevant to learners.
 Specifically, we created the Can-Do rating scale, the assessment of literacy skills, rubric, etc. 
using the common materials such as Hi, friends! 1, 2, Plus and Let's Try! We Can! published by 
ministry of education in Japan.

研究分野：英語教育

キーワード： Can-Do評価　自己効力　自律性　小学校英語　授業設計　小中連携　パフォーマンス評価　文字指導

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
小学校外国語活動は，平成 23 年度より高
学年で年間 35 時間の必修化となった。しか
しながら，領域扱いであるため，評価につい
ては，児童指導要録や通知表などには文章表
記となっている。だが，指導と評価は一体で
あり，よりよい指導を行い望ましい評価規準
や評価方法を用いて，児童の学習意欲を高め，
有能感や自己効力感を高める評価のあり方
は重要であると考えられた。また，小学校教
員の中でもとりわけ評価に対する不安や疑
問の声は大きく，将来的に外国語活動が小学
校で必修化になることも踏まえて，児童の自
律を高める can-do 評価も含めたポートフォ
リオ，パフォーマンス評価等，評価のあり方
について検討を行う必要があると考えた。そ
こで，本研究では，小学校英語の先進諸国の
カリキュラム，指導と評価に関する調査も行
いそれらも参考に，日本の小学校英語現状と
課題を踏まえ，小学校英語における指導と評
価のあり方を研究し，様々な評価方法を開発
し，それらを用いて，質的，量的に検証し，
具体例を公開することを目的とすることと
した。詳細は以下のとおりである。 
小学校での外国語活動が全面実施された
平成 23 年度以降，全国の小学校では，学習
指導要領の下で，新しい学習評価が行われて
いる。同年３月に国立教育政策研究所より出
された『評価方法などの工夫改善の為の参考
資料』の総説では，外国語活動の評価につい
て「設置者に於いて学習指導要領の目標及び
具体的な活動などにそって評価の観点を設
定することとし，文章の記述による評価を行
う」とその基本的な在り方が明記された。評
価の目的には，「児童の学習状況の適切な把
握」「評価を指導の改善に活かす」こと，そ
して，指導したことについての説明責任，結
果責任がある。外国語活動は，子ども達がは
じめて出会う科目であると同時に，指導する
小学校教員にとってもはじめての評価とな
る。何をどのように評価したらよいのかにつ
いて十分に認識している必要がある。
Benesse教育研究開発センターが平成 22 年
に実施した『第２回小学校英語に関する基本
調査』の結果では，外国語活動の評価につい
て，「授業中の様子」を見取るという行動観
察が一番多く，次いで多いのがふりかえりシ
ートなどの「児童による自己評価」であった。
これらをもとに記述による記録を行ってい
ると考えられるが，「評価は行っていない」
という回答も８％と少なからずある点につ
いては，評価の目的達成から考えると懸念さ
れる結果といえる。外国語活動の授業に関し
ては，中心となる指導者は学級担任であるが，
ALT などに任せている学校も多い。小学校
教員からは「行動観察をして，授業の中での
称賛をしたり，次の時間への意欲づけや授業
の改善を行ってはいるつもりだが，なかなか
自分に余裕がない」という授業を進める事に
必死で頑張っている答えを多く耳にすると

共に，実際にどんな評価規準で見たらいいの
か，どんなよい評価の方法があるのか分から
ず「評価についてどうするか」を十分協議す
るまでに至っていない現状もある。同調査で，
評価についての研修は，必要な研修にあげら
れる順位も低い上，実際に実施された研修で
もかなり優先順位が低いことがわかる。この
ように小学校現場においては必要だと感じ
ながらもそこまでの十分な共通理解ができ
ていない現実が見えてきた。 
 
２．研究の目的 
本研究代表者及び研究分担者が行ったこ
れまでの研究（萬谷他 2012など）も踏まえ
て，主として児童の学習意欲を促進し，自己
効力や自律性を高める Can-Do評価を含めた
ポートフォリオ，パフォーマンス評価を試行
し，質的・量的な検証を経て，具体的に公開
することを目的とする。同時に評価規準や方
法を考え計画することで，授業や指導法が変
わると考えられ，よりよい指導や授業のあり
方も提案し，授業実践により検証する。具体
には，日本人初期学習者（小学校高学年から
中学 1年）を主な対象とした調査を行い，効
果的な指導と評価の事例を検証することで，
小学校英語の評価プログラムを開発する。ま
たそれらの分析のために必要な理論研究，海
外の外国語教育の指導と評価の調査も行う。 
 
３．研究の方法 
４年間で実施した研究内容は主に以下の
通りである。 
①文部科学省から出された共通教材を中心
に Can-Do 評価尺度を作成した。平成 26 年
度『小学校英語 Can-Do評価尺度活用マニュ
アル～Hi, friends! 1 & 2 Can-Doリスト試案
～』平成 27 年度『小学校英語 Can-Do 評価
尺度活用マニュアル～Hi, friends! Plus 
Can-Doリスト試案～』平成 28年度『小学校
英語 Can-Do評価尺度活用マニュアル～中学
校英語教科書接続 Can-Do リスト試案～』。
それらの普及と実践：小学校の外国語活動／
英語教育における評価について，研究期間に
（平成 26 年～28 年度）に作成した Hi, 
friends! 1,2,Plus，中１の Can-Do 評価尺度
及びタスク例について，学会発表を行ったり，
ワークショップやセミナー，教員研修等で紹
介するとともに，実際に授業実践により検証
を行う。その結果，Can-Do 尺度を用いた振
り返りシートによる自己評価を通して，児童
の学びがどのように変容するのかを考察し
た。 
②小学校英語新教材を用いた『小学校英語
Can-Do評価尺度活用マニュアル～Let’s Try!
とWe Can! Can-Doリスト試案～』の作成：
平成 30 年度から新学習指導要領の移行措置
期間が始まるにあたり，文部科学省から出さ
れた新教材 3・4年生用 Let’s Try!1&2と 5・
6年生用We Can!1&2におけるCan-Do評価
について考察し，これまでのHi, friends! 1, 



2,Plus で取り扱っていなかったレッスンで，
特に移行措置期間で扱う単元や内容を考え，
抜粋した形で Can-Do評価の枠組みを考え試
案した。その際，実際に児童用テキスト，指
導者用テキスト，単元計画案，デジタル教材，
ワークシート等を吟味すると共に，小学校で
授業実践も並行して行った。 
③授業実践：小学校外国語活動に Can-Do評
価を取り入れることで，授業計画や指導がど
のように変化し，授業が改善されるかを，実
際の授業を通して検証を行った。児童の振り
返りシートのみならず，指導者の内省シート
やビデオ録画した授業を分析し，評価が指導
にどのように影響を与えるかを検証した。ま
た，中学校でも作成した Can-Do指標を取り
入れた授業実践を行い，生徒による自己評価
と教師の内省（振り返り）を通して検証を行
った。 
④小学校英語におけるパフォーマンス評価
についてルーブリックと Can-Do評価尺度の
作成と授業実践：私立小学校と国立大学附属
小学校において発表ややり取りに関するル
ーブリックを作成し，授業中にパフォーマン
ス評価を実施し，Can-Do 評価尺度を用いた
児童の自己評価と教師の内省を通して効果
を検証した。 
⑤振り返りシートを用いた自己評価と，その
他の試験や評価方法（児童英検など外部試験
による評価，質問紙，パフォーマンス評価，
ポートフォリオ評価など）との関連について
資料収集と分析を行った。また，児童の自己
評価と教師による評価のずれについても考
察した。 
⑥情意面の調査：小学生と中学生の英語学習
への態度や動機づけ，学習者要因と評価，自
律の関係について引き続き質問紙調査を行
った。 
⑦リタラシーの指導と評価：小学校で教科化
されるにあたり，読むこと，書くことが導入
されるが，その際リタラシーの指導と評価に
ついて，アメリカや諸外国の先行研究を調査
すると共に Can-Do評価を作成し，アルファ
ベットジングルや絵本，音韻認識などの指導
と評価について研究を行った。 
⑧HP作成と更新：科研のHPを開設し，Hi, 
friends! 1 & 2 と Hi, friends! Plus，中１の
Can-Do リスト試案を公開すると共に，セミ
ナーやワークショップの予定やチラシを掲
載し，広報に務めた。今年度作成分（Let’s Try! 
We Can!）もウエブサイト上で公開する。 
 
４．研究成果 
研究成果として以下の点が挙げられる。 
文部科学省から出された小学校外国語活
動・外国語用共通教材の指導・授業計画と評
価のあり方について，一定の方向性を示すこ
とができ，実際に授業で活用できる Can-Do
評価指標を作成することができ，ワークショ
ップや冊子，ホームページなどを通して普及
をするとともに，実際に授業で用いていただ

き多くのフィードバックも得ることができ
た。特に，ワークショプは 4年間で北海道・
東京・名古屋・京都・奈良・大阪・沖縄をは
じめ，全国で数多く開催することができ，熱
心な参加者とともに，指導と授業計画・評価
について討論・考察をすることができた。 
また，小学校英語の評価の在り方について，
Can-Do 尺度を用いた振り返りシートによる
自己評価を通して、児童の学びがどのように
変容するのかを考察した。さらに，パフォー
マンス評価の在り方について考え，ルーブリ
ックを作成し，授業実践で児童と教師の内省
的省察を実施し，変容を詳細に分析し，成果
と課題を検証することができた。その中で，
小学校ではモジュールの授業実践も含め，中
学校ではカリキュラムや授業，テストまで結
びつけた Can-Do 指標と評価のあり方につい
て授業実践を経て検証した結果に基づき学
会発表を行ったり，ワークショップやセミナ
ー，教員研修等で紹介した。 
さらに，小中連携の視点から，中学校の全
教科書の分析を通して小中に共通している
内容等が分かり，それらを中心に評価指標と
タスクを考案し，提案することができた。 
最終年度は，小学校で外国語活動，外国語
科が 2020 年より導入されるにあたり，文部
科学省から新教材として『Let's Try!』と『We 
Can!』が作成・配布されることになったが，
いち早くそれらを分析し，実際に『Let's 
Try!』と『We Can!』を用いた Can-Do 評価尺
度を作成、実践を行った。新学習指導要領で
は、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力
等」「学びに向かう力、人間性等」といった 3
つの資質・能力が求められている。そこで、
Can-Do 評価尺度の作成の際にも新たな観点
を加味してタスクを考案した。さらに、高学
年の外国語科では，読むこと・書くことの指
導や活動が入ってくる。そのため、リタラシ
ー能力をどのように指導し育成すれば良い
のか，また評価はどうあるべきかといった観
点からも、文字指導について Can-Do 評価尺
度を作成した。その際、諸外国の先行研究を
調査し、段階的に文字指導が行えるようにサ
ブスキルを定め、Can-Do 評価を作成した。そ
れらの成果は毎年冊子にまとめワークショ
ップ等の参加者に無料で配布するとともに，
Web サイトでも公開した。 
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